
 

 

１．件名：「トランスニュークリア株式会社による使用済燃料貯蔵施設に係る特

定容器等の設計の型式証明申請に関するヒアリング（１３）」 

 

２．日時：令和２年１２月７日（月）１７時００分～１７時２０分 

 

３．場所：原子力規制庁 １０階会議室（TV 会議により実施） 

 

４．出席者： 

原子力規制庁 

原子力規制部 核燃料施設審査部門 

石井企画調査官、上石安全審査官、尾崎安全審査専門職、森野安全審査

専門職 

 

トランスニュークリア株式会社 

営業部長・シニアバイスプレジデント 他４名 

株式会社神戸製鋼所 

技術部 キャスク技術室 室長 他３名 

 

５．自動文字起こし結果：別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こしによるものであり、誤りを含む

場合があります。 

 

６．その他：なし 

 

以上 



 

 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:05 核燃審査部門のオザキです。 

0:00:09 今日の面談は、大きく言いまして 2点、こちらから伝言がございます。1 点目

はちょっと前回の面談でですね、ちょっと便利になってました解析コードについ

て、こういったことをちょっと改めて確認なり、ちょっとデータを精査して欲しいっ

ていう、 

0:00:31 もう 1 点は年末 12 月 24、 

0:00:36 2 日の審査会合を開催する予定でして内容的なことはちょっと言えないんです

がこんな方針みたいなことは、 

0:00:45 こんな流れになるっていうことはちょっと簡単に申し上げたいと思っています。 

0:00:51 まず 1 点目の解析コードに関することについてちょっとご説明なりしたいと思い

ます。 

0:01:01 こちらにちょっと紙を用意しました。 

0:01:08 これすいませんちょっと我々もあんまりその解析コードに詳しくなくてですね、こ

ちらの専門家の意見も聞いて、ちょっと取りまとめた資料なので、ちょっとあん

まり私の専門的なこと申し上げられないんですが、 

0:01:24 今ｐｌｕｓＮｕｃｌｅａｒからいって申請いただいている臨界解析と遮へい解析につい

て、そのコードに関してですねちょっとあまり使用実績が何ていうんでしょう、そ

の使用済みのちょっとの世界ではまだそこまでないということで、 

0:01:43 こういったことをちょっと実例がないので確認する必要があるんじゃないのかっ

ていうちょっとコメントがありましたので、その点についてちょっとご説明をした

いと思います。 

0:01:55 まず臨界解析の方なんですけど、これ、 

0:02:03 Ｘ先生。 

0:02:06 ブロックっていうのがＳＣＡＬＥシステムのまず前処理的な位置付けのＣｏｄｅで

いいのかどうなのかということは、これはそういう位置付けでまず正しいんでし

ょうか。 

0:02:22 トランスに不備がヨコエございます。伏見にも雨水はＣＴ言うよりはですね、ぴ

んぴんして、 

0:02:35 システムの中でまずですね、Ｎ性の資料ですけれども、Ｔａｌｌもらっているモジュ

ールベーシックですので、このモリノが走って、この機能Ⅵでリコール件数が約

束するんですけれども、 

0:02:55 そこで考慮するに理論解を入れてますけども、御説明おっしゃり続けたいと思

っておりました。これはですね、さっきのスケール交付システムが導入されたモ

ジュールでして、 



 

 

0:03:13 実はこの中でついているんやＳＴＡＲの計算コード 8 てるんですけども、これは

従来カラーの申請であって、従います様がＮＥＬ計算コード、 

0:03:28 こうしたものも実態としては変わらないです。なるほど、わかりました。今ヨコエ

さんの趣旨説明だと、基本的なＳＣＡＬＥコードと一体的な運用になるものって

いう理解でよろしいですね。はい。その通りです。 

0:03:45 であればですねちょっとその紙にも書かせていただいたんですけどその前提

に立ってちょっとどちらかの選択肢に沿ってですねちょっと説明をいただきたい

なという点がありまして、これ書いてるように今御説明いただけ－Ⅵとですね、

実績のある県の 

0:04:05 ファイブＡＴですねこれとの差がないのか、どういうものがより下がるのかって

いうのはその文献とかですね、実際に使用してる例とかを用いてですねちょっ

と説明をいただく、或いはその選択肢として、 

0:04:21 0.95 以下に包絡されるためその不確かさを考慮してもこの支出に大丈夫なん

だっていうロジックで説明いただくかにちょっと二者択一のどっちかでご説明い

ただきたいなと思ってるのがまず臨界解析の話です。 

0:04:38 はい、承りました。あれ、そこだけを説明しておきますと、Ｋ－Ⅵというの本部

はですね基本的に多い言葉係数を計算するための解析をして、 

0:04:54 これだけのⅥの方がよい特性のある形状を入れられるような調整を持ってい

るというものです。実態としてはこれが一律、 

0:05:05 両名歴史は一本別置な水が機能し、次の弊社排水ＲＯ作るのも全部資源前

から設計承認をいただいておりまして、直近にも僕は依存せん。 

0:05:22 今のキャスクですけれども、エミシビティ逆でもこれ使っておりまして、設計基

準に該当しますというふうに圧縮できる実績という意味でもすでにあります。 

0:05:34 なるほど、わかりましたじゃあ基本的にはこの選択肢Ｇに基づいてなんか簡単

にちょっと概要を整理していただくっていう方向でよろしいですね。はい、承知

しました。聞いて次はその遮へい解析のところなんですけど。 

0:05:53 遮へい解析でも 3次元モンテカルロコールでＭＣＮＰファイブっていうのを今回

使われるっていう話になってますので、ＭＣＮＰコードの妥当性の確認というこ

とでですね。 

0:06:09 ちょっと我々もこれ御社が初めてっていうケースじゃなかったんで、実際にその

発電所でですねこういうＭＣＮＰファイブＥの使うような前例がありましたので、

その前年に沿ってこういう 

0:06:25 ちょっとの共同ちょっとお見せしますが表形式みたいな形で簡単に 1枚もの

で、1 枚も 2 万未満のものでちょっと整理をいただきたいなということをちょっと

ご説明させていただければ。 

0:06:41 ちょっと画面を切り換えますし、 



 

 

0:06:47 これちょっとまた後程メールでお送りしようと思うんですけど、こういうような玄

海発電所のですね、乾式貯蔵のキャスクの審査のときにこういったものを事業

者から提出いただいて、ＭＣＮＰΦ妥当性について確認した。 

0:07:07 ていう前例がありましたので、 

0:07:09 こういうベースに沿ってですね、ちょっとＭＣＮＰⅤのですね、概要を整理してい

ただきたいと思ってますというのが遮へい解析コードに関するちょっと我々から

のお願い事項です。 

0:07:25 遮へいの解析コードに関するコメントは以上です。 

0:07:34 いかがでしょうか。 

0:07:43 すいません規制庁のモリノです。これですねいわゆる石膏人の五位＆Ｖを概

要をまとめた資料なんですけど、その例にのっとってある程度まとめていただ

くっていうことだと思っていますっていうのが一つと。 

0:08:02 それとこれですねその建屋の一部の中なんだっけ。なんか通行みたいなこと

を評価する時使ってるやつなんで、御社の場合はその金属キャスクの実機形

状に応じたものを、 

0:08:17 に 

0:08:20 ついて、その場合ｐｐｍで、この資料をまとめていただきたいと思います。 

0:08:27 資料にはですね、一応その入力条件とか評価モデルとかってどういうもんです

かっていうのが一応今日表でついていて、判断のためのこういうものっていう

のは今、 

0:08:40 御社の申請書の中にも入ってると思いますので、 

0:08:44 この評価条件の下にそのＶ＆Ｖつけてもらえば、まずいいのかな。 

0:08:51 思います。 

0:08:58 はい。はい。承りましたけども、ＶＲＶって何の略称って四角にあります検証ａｎ

ｄとかをさせて、 

0:09:09 これでわかりました。これＩの長のいろんなＣｏｄｅについて出てるので、多分規

制庁の実用の石膏 2の面談資料とかまとめ資料に当たっていただければ、Ｍ

ＣＰファイブの他にもですねＮＡＳＴＲＡＮとかわか 

0:09:29 水で 1／って同じ形式でやってるので、化けしなくても同じ形になりますんで、

そういう参考にしただけしていただければいいかなと思います。あとですね今

までの実用炉のほうに、ＣＨＡＳＴＥキャスクそのものの中を、 

0:09:47 資料というのも一応ＡＲＥＶＡ聞いているので、ちょっと担当者のレポートがあり

次第またそちらも共有しようと考えています。 

0:10:05 ヨコエですかね。審査ありがとうございます。今のを拝見してる資料も多くいた

だくという。それと別に何か検討の材料になるものが別途いただけるということ

を福祉課はですね今これ建屋のものなので、建屋の一番 



 

 

0:10:25 でＣＨＡＳＴＥのやつを取り入れたらまたこれもヨコエさんに送りますので、 

0:10:31 ありがとうございますお待ちしております。ものすごい要領いいんでこれが面

談資料で公開されるのでそのＵＲＬを置くっていう形にしたいと考えてますん

で。 

0:10:46 はい。ではそれによってアルゴリズムわかりましたねってございます。 

0:11:17 今としまして今のこの一環の多くは日たガイドラインをつくれるんじゃないかな

と思いますので、そうした場合、提供等を我々からお願いしたような話っていう

のはできるかなっていうぐらいでして。 

0:11:34 オンラインにいただけるのか待たし起こってるのが起こったのか、何かまた、 

0:11:46 プラスにヨコエてございます。ちょっとＭＣＮＰの御説明についてはですねこれ

から調整する資料を拝見しているのが引っかかるだけが新たに明示するとい

うことにさせていただければと思います。 

0:12:03 わかりました。承知しました。またじゃちょっと感触を教えてください。 

0:12:35 特に今後コメントがなければ、 

0:12:39 解析コードは以上。 

0:12:48 水がヨコエれている。これで大丈夫でございます。2点目ですが、これは特にＰ

ａｒｔかな。 

0:12:59 Ｃで 24 日の審査会合ですが、 

0:13:03 基本的に我々、今年の 9月から、ちょっとまた、 

0:13:08 面談でデータを 

0:13:10 Ｎｏｄａ等も入って、 

0:13:13 進めて、 

0:13:15 何度か面談させていただいていただいた資料の確認とかを、今、その中で、ち

ょっと審査をやってですね。 

0:13:28 やっぱりデータを取得しているとか、 

0:13:31 説明が不十分だっていうところを今ちょっと内部で検討してまして、こういった

点があれば、ちょっともうちょっと審査するんだけどっていうことですね。24 日

の審査会合で 

0:13:47 で、そのデータなり、情報なりいただければ、また改めて 

0:13:52 出していきたいと。 

0:13:54 で、そういった安全性っていうか、そういった流れのですね、赤色に 4日間いっ

ぱいと。 

0:14:01 で、ご協力をよろしくお願い。 

0:14:04 いうことです。 

0:14:07 何かコメントとかございます。 



 

 

0:14:14 個別にこのＴＦえっと、ちょっと教えていただきたいんですけれども、そのデータ

の補足的にアルミニウム合金に変わったんですけれども、現在こういう不足と

いうところが三つここっていうふうに理解でいいんでしょうか。 

0:14:31 そうですね、基本的には等の水撃 

0:14:36 ただちょっと具体的に何かっていうのはちょっとこの面談では、 

0:14:40 いわゆるちゃんとコンピューター介護できて、上から提示されて、具体的な内

容はちょっと控えさせていただきますが、診察にあたって、ちょっと 

0:14:49 補足っていうか、あわせて不十分だなっていう点を今、 

0:14:53 基盤グループの妥当性といいますか、一定以上 4日に 

0:14:58 連絡したいと思っており、 

0:15:03 個別の承知いたしました。よろしくお願いします。 

0:15:36 すいません 1点補足で、今申し上げたように、 

0:15:42 今のようにそのとか説明を十分なんていうこちらカー審査会合で伝えるってい

う趣旨ですので、24 日の改めて何か。 

0:15:53 ゆっくりやって神戸製鋼から何か資料を作って説明いただくっていうことは想

定してませんで、特に資料とかを作っていただく必要はございまして、今申し上

げたような趣旨で開催したいと思ってます。 

0:16:14 直ちにくれヨコエつ常駐しましたらよろしくお願いします。 

0:16:20 ほかに何かございますでしょうか。 

0:16:31 ＤＮＰからは何もございません。 

0:16:46 じゃ、特にコメント何もなければ、これで今日の面談を終了したいと思います。

どうもありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

0:16:56 どうもありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたします。 

0:17:00 失礼いたします。 

 

 


